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あらまし：

鎌倉幕府が編纂した漢文体の古記録である「吾妻鏡j

のデータベースの構築過程とその結果を報告する。こ

れは国文学研究資料館で行われている「原本テキスト

データベース事業」の成果の一部である。このデータ

ベースは、本文の領域（漢文体）・付訓情報を記した領

域（カタカナ）－訓読文を示した領域 （漢字とカタカナ

が混在する読み下した文体）・暦日情報なと去の注釈に関

わる情報を記した領減、という四つのデータ領域を持

つ。漢文という枠にとらわれずに、どの領域からも自

在に検索できるデータベース惰築を目指した。

Summarγ 

”Azumakagami”is th巴 historyin a Kamakura era and be 

writt巴nin classical Chinese 

I will repoは themethod for proceeding the database of 

’守Azumakagami”

There are five fields of data in this database. 

(I) Original texts that was written in classical chinese 

character 

(2) Ruby (Phonetic characters written by Katakana) 

(3) Classical japanese that transrated classical Chinese ,it is 

wntten chinese character and Katakana 

(4) Notes such as calendar day information 

(5) Images of the original texts 

This was made for the Japanes巴 literatur巴 researcher. This 

1s a part of the result of the project at the National lnstitut巴

of Japanese literature. 
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1.はじめに

国文学研究資料館の原本テキストデータベース事業

は一つの古典文学作品を三年間かけてデータベースに

仕上げ毎年刊行する計画のもとに行われている。一年

目には業者による基礎入力作業、二年目には該当作品

を専門とする複数の研究者による監修作業、 三年目に

は資料館内でデータを統合、データベースとして仕上

げるという総監修の作業をする。これは、毎年新たな

作品を選んで作業にかかるという仕組みで、現在では

一年間に三つの古典文学作品がいずれかの作業工程に

置かれている状況である。したがって、資料館では、

基本的に毎年新たな作品を総監修しており、昨年度は

「吾妻鏡jであった。発表者はその総監集作業に関わ

った一人として、以下に吾妻鏡データベースの構築方

法および結果を報告するものである。

古典文学研究は現在に伝わる諸本を読み解くことか

ら研究がはじめられる。現在活字として流通している

作品本文は、原本そのものの情報をそのままに伝えて

いるものではなく、読みやすさを考慮して表記を訂し

たり、他本と校合のうえより良いと思われる本文を採

るといった校訂作業を経たものが多い。古典文学作品

のデータとしては、底本そのものの固有の情報がまず

求められるが、さらに、他の作品や同一作品で他の伝

来系統を持つ本と比べようと考えるならば、表記をあ

る程度統ーさせた情報が必要になってくる。つまり、

古典文学作品のデータベースには、レベルを異にする

いく つかの層の情報が求められるわけである。資料館

のデータベース作成はそうした古典文学作品特有の問

第 6回公開シンポジウム人文科学とデータベース（2000)I 43 



44 

題点をできるだけ解決しようとしたものである。

なお資料館の原本テキストデータベース事業の成果

は、古典作品のデータと、そのデータを検索利用する

ためのシステムを同梱して刊行している。システムは

韻文作品用「和歌検索システムjと散文作品用「散文

検索システム」の二種類で、「吾妻鏡jに関しては散文

検索システムを用いて利用する。以下の本文において

は、散文検索システムのことを「システム」、そのシス

テムに登録して利用する作品データのことを「マスタ

データjと称する。

2.底本について

データベースの底本としたのは国文学研究資料館蔵

寛永三年（ 1 6 2 6）版の「吾妻鏡J2 5冊本である。

「吾妻鏡Jは鎌倉幕府が編んだ歴史書で、治承四年 (1

1 8 0）の頼朝挙兵に始まり、文永三年（ 1 2 6 6) 

の六代将軍宗尊親王の辞任・帰京に終わる。中世以降、

江戸時代まで広く武士の愛好書となっていたようで、

寛永版本に大量の付訓情報があるのもその一端と言え

よう。イ寸訓情報は中世以降の読みをさぐる意味でも輿

味深い。

巻名はないが、年次を追って記述されているので、

年月日が意味上の指標となる。物理的な位置情報は版

本のv（冊） p （頁） L （行）で示す。完成したマス

タデータは、テキストデータで約 10メガの大きさで

ある。

k ＂＇伝3

〈版本「吾妻鏡」第一冊一丁表の画像〉

3 .システムについて

まず、システムの構造について簡単に説明をしてお

きたい。散文作品は基本的に底本のVp Lという位置

情報で管理し、五層のデータ領域を自由に検索できる

ように設計している。五層とは①本文領域、②注記領

域、③標準化領域、④メモ領域、①画像、である。資

料館で仕上げるマスタデータはこの五層の領域を持ち、

①②①④のどの領域からも一致文言・不一致文言を指

定して検索することが可能で、検索結果を見る際にも

その結果の位置に該当するすべての領域の情報を確認

することができる。システムのブラウザ画面からは、

作品全体を概観でき、利用者が必要な箇所の必要な領

域のデータを見る（読む）ことも無論、自在である。

②③④の各領域については、ブラウザ画面に編集ボタ

ンがあり、利用者が検索をかけながら見つけた情報に

対して、自分のルールでマーキングしていったり、メ

モ領域に情報をためたりして、記述されたデータのレ

ベルを超えて活用することができる。①本文領域につ

いても、マスタ出力で、マスタ全体をテキストデータ

としてファイル化し、編集可能である。

マスタデータのフォーマットは公開しているので、ど

の領域に関しても利用者が自由に使用・作成すること

が可能になっているわけである。もちろん利用者が自

分だけのマスタデータを作成してシステムに登録する

こともできる。コンピューター操作を不得手とする国

文学者が、比較的簡単に、データベースの作成・利用

．改変に関わることができることを目指して設計され

たものである。

4.マスタデータの作成方法

(1）マスタデータの構造

マスタデータの構造は次のようになっている。

¥A作品名（データ冒頭に一つのみ）

¥T手口暦

¥M月日情報

¥B本文領域

v 
p 

L 

¥C標準化領域



v 
p 

L 

¥0 J主記領域

v 
p 

L 

¥Eメモ領域

v 
p 

L 

¥ M次の月日情報

（以下次の￥Tが立つまで同様に繰り返す）

これは吾妻鏡に限らず、散文検索システムに登録で

きるマスタの基本構造である。作品に応じて￥ T・¥

Mの内容は自由に設定でき、￥ Tは必須タグだが￥M

は任意である。

(2）デ｝タ入力

初期入力は版本にある文字情報すべてと連辞符・返

り点などの符合をすべて入力した。＊図 1参照。

(3）漢文訓説文の作成

初期入力のデータは版本に忠実なデータであるが、

版本に付されている情報すべてが、漢文を訓読するた

めに必要にして十分な情報とは言えない。実際には、

返り点の片方が落ちている場合があるため、返り点情

報を抽出し、データの不備を補ったうえで、プログラ

ム処理によって、訓読文を作成した。具体的には、返

り点にそって漢字を並び替え、その漢字の送り仮名に

あたる部分を補うという作業をしたわけである。牢図

2参照。あわせで、他の二層の領域作成を行った。漢

字だけを集めて本文領域を作成し、連辞符を熟語認定

の手がかりとしつつ振り仮名にあたる部分を集めて注

記領域を作成。版本のどの位置の情報に関してもすべ

て五層の構造を持つため、作業としては画像を除いた

四層を並べた「四行ファイルjという形式を作成した。

一行に与えられる四層の情報を並べて作業を進めるこ

とができるため、データの訂正をしやすい形である。

( 4）困層のデータ領域の特徴

ここで各領域の特徴を簡単に示しておく。

①本文領域 底本を忠実に再現する領域。漢文の

部分は、返り点 連辞符を抜いた白文の形で翻字する。

漢字・仮名交じり文の部分（消息文など版本のごく 一

部に見える）は、そのまま翻字する。誤刻もそのまま

とする。漢字は原則として底本のままの字体。

①注記領域 吾妻鏡本文にある傍記を書き込む領

域。漢字の振り仮名にあたる部分のかな（付訓）を原

本のままおこす。音読符や漢字に濁点が振られている

場合は歴史的仮名遣いで該当漢字の読みを記す。

①標準化領域 本文領域を訓読する領域。国史大

系本「吾妻鏡jと大きく異なる本文は、その異同が同

時に検索できる。

④メモ領域 校異や注釈等を書き込む領域。

この段階では、 ④メモ領域には何も書き込まれていな

い。②注記領域と③標準化領域についても、形のうえ

では出来ているが、その内容はまだ不十分なものであ

る。なお「標準化Jという名称、は、古典文学作品全般

を検索するために至便なように表記のゆれを最小限に

おさえるべく手を加えた領域を意味してここでは用い

ているが、なおその実際を言い得ているとは言い難く、

用語そのものには問題を残していることを申し添えて

おく。

( 5）監修員による読みおよびデータ訂正

吾妻鏡やその周辺を専門とする史学及び国文学の分

野の先生方十一人を監修員として資料館が選び、それ

ぞれの先生に四行ファイルの状態でデータの確認訂正

をしていただいた。まずは本文・注記の二領域が底本

を忠実に再現したものになっているかの確認を行う。

特に漢字については、単純な入力ミスがあれば改め、

入力不能な漢字を入力可能な漢字に置き換えることが

可能かどうかといった判断を行う。プログラム処理に

よって作成した訓読文は版本の連辞符などが正確でな

い場合もあり、必ずしもこなれた訓読文とはなってい

ない。また版本の誤刻ゃあやまった付訓と恩われる場

合もある。そうした部分についてコメントを付すこと

や適切な読みを提示していただくこととした。また現

在流通している書籍のなかではもっとも一般的に用い

られている国史大系本との校異をとり、メモ領域にそ

の異同を書き込み、標準化領域にそれを反映させると

いう作業も行う。

この監修員が目と手を使って確認する工程は、デー
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＊図 l 初期入力の状況

¥T新刊吾妻鏡巻第三

V03 

p 0 0 1 

〈中略〉

p 0 0 2 

LO lムム合｜セテ／｜一 慮、

＊左図 ：版本画像

本下図 ：初期入力の状態

※初期入力は底本のとおりに翻字

漢字に附属する情報は

（振り仮名）

｜送り仮名／返り点｜

の書式でおこす。

漢字と漢字の間の連辞符は

真中にある場合：

左端にある場合： ＝

の記号を入れる。

L 0 2ム在｜／二｜〈武裁｜ノ／｜圏、崎＝西 （サキニシ）、足一立 （アダチ） Iノ／｜、雨郡（グン） ｜ノ／I内

（ウチ）、大＝河＝土（オホカハドlIノ／｜御＝厨 （ミクリ） ｜ニ／ーl者（ノlIナリ／｜。〉

L 0 3右（ギ）件（クダン）｜ノ／｜地（チ）｜ハ／！、元（モ ト）相一傍 （ソウデンlIノ／｜家ー領（カ リヤウ）

也（ナリ）。而（シカルニ）平一家（ケ）、虜一（リヨ） ｜／二｜領（リヤウ） ｜スルノ／｜天ー下 lヲ／ー｜之比 （コ

ロ）、所（トコロ）｜ナリ／二！神一

L 0 4領 iトスル／一！ 也。而＝（シカルニ）今、新 （アラタ）｜ニ／｜矯（タメlIニ／二lム公ー私（コウシ）

御＝（ン）祷（イノリlIノ／ーl、奉 lリ／レ｜寄 （ヨセlI／二｜子豊＝受（トヨケ）太神宮 lノ／I御一

L 0 5領｜ニ／－I。所（ロ）｜／レ｜令（シムlIル／レ｜勤 （キン）｜／二｜仕（ジセ）長一日 lノ／｜御一幣

〈ゴヘイ）。毎 （マイ）年臨一時（リンジ）｜ノ／｜祭＝等（マツリ トウ） ｜ヲ／ー｜也 （ナリ）。抑（ソモ十＋）

令（・シム）｜シテ・ル／下二｜権＝ （ゴン）｜ノ／！神＝

L 0 6主（カンヌシ）光＝親（ミツチカ）！ヲ／－I、祈 （キ） I/中｜請（セイ）｜セ／｜天ー下泰一（タイ）平

｜ヲ／上｜之一（ノ）庭 （トコロlIニ／I、依 lテ／レ｜有 iルニ／二｜感ー懸（カンヲウ）1/-1、潟（シテ）｜／

二｜殊（コト） Iニ／｜祈一祷ー（キタウ）所 lト／－I,



図2 漢文訓読文作成の過程

〈初期入力の状態〉

L 0 5領｜ニ／ー｜。所（ロ）｜／レ｜令（シムlIル／レ｜勤一（キン）｜／二｜仕（ジセ）長日｜ノ／｜御

一幣（ゴヘイ）。毎一（マイ）年臨 時（リンジ）｜ノ／｜祭＝等（マツリトウ）｜ヲ／一！也（ナリ）。抑（ソ

モ＋＋）令（・シム）｜シテ・ル／下二｜権＝（ゴン）｜ノ／！神＝

L 0 6主（カンヌシ）光＝毅（ミツチカ）｜ヲ／ート析一（キ）｜／中｜請（セイ）｜セ／｜天ー下泰一（タイ）

平 iヲ／上｜之 （ノ）慮（ トコロ）｜ニ／｜ 、依｜テ／レ｜有 iルニ／二｜感一謄（カンヲウ）｜／一｜ 、矯 （シ

テ）｜／二｜殊（コト）｜ニ／｜祈ー祷一（キタウ）所 iト／ーし

く返り点の不備を．で示した状態〉

L 0 5領｜ニ／一｜。所（ロ）｜／レ！令（シムlIル／レ｜勤一（キン）｜／二｜仕（ジセ）長一日｜ノ／！御

一幣（コeへイ）。毎ー（マイ）年臨一時（リンジ）｜ノ／！祭＝等（マツ リトウ）｜ヲ／一｜也（ナリ）。抑（ソ

モ＋＋）令 （シテ・シ） I・ ル／下・1権＝（ゴン）｜ノ／！神＝

L 0 6主（カンヌシ）光二親（ミツチカ） ｜ヲ／．｜、祈一（キ）｜／中！請（セイ）｜セ／｜天 下泰 （タイ）

平｜ヲ／上｜之 （ノ）鹿（ トコロ）｜ニ／｜、依｜テ／レ｜有｜ルニ／二｜感一感（カンヲウ）｜／ー｜、鴛（シ

テ）｜／二｜殊（コト）｜ニ／｜祈一祷ー（キタウ）所｜ト／一｜、

〈返り点の不備を正した状態〉

L 0 5領｜ニ／ー｜。所（ロ）｜／レ｜令（シム）｜ル／レ｜勤ー（キン）｜／二｜仕（ジセ）長一日｜ノ／｜御

一幣（コ’ヘイ ）。毎 （マイ）年臨時（リンジ）｜ノ／｜祭＝等（マツリ トウ）｜ヲ／ー｜也（ナリ）。 抑 （ソ

モ＋＋）令（シテ・シ）トル／下｜権＝（ゴン）｜ノ／｜神＝

L 0 6主（カンヌシ）光＝親（ミツチカ） Iヲ／｜、祈 （キ）｜／中｜講（セイ）｜セ／｜天一下泰一（タイ）

平｜ヲ／上｜之ー（ノ）慮（トコロ）｜ニ／｜、依｜テ／レ｜有｜ルニ／二｜感懸（カンヲウ） I/ーし鴬（シ

テ） I/二｜殊（コト）｜ニ／｜祈祷 （キタウ）所｜ト／一｜、

〈ーム加ーかし吋↓

L 0 5領ニ寄奉リ。長日ノ御幣。毎年臨時ノ祭等ヲ勤令ル所仕也。抑権ノ神

L06主光親ヲ、天下泰平ヲ祈鵡セ令・ル之慮ニ、感懸有ルニ依テ、殊ニ祈祷所ト鴬、

〈監修員によつ叩訓一一↓

標準L0 5領ニ寄セ奉リ、長日ノ御幣、毎年臨時ノ祭等ヲ勤仕セ令ムル所也。抑権神

標準L0 6主光親ヲシテ、天下泰平ヲ祈鵡セシムルノ慮ニ、感謄有ルニ依テ、殊ニ祈祷所ト矯テ、
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タの信頼性を高めるために必須の工程である。

(6）総監修作業

監修員の確認を終えたファイルを統合・訂正・総仕

上げの作業である。

監修員の確認をおえたファイルはさまざまな見解が入

って、データの内容そのものはより高度なものになっ

ているが、同時に、見解の相違や不統ーな箇所が多く

混じるという難点も生じる。総監修の工程では、その

データを内容的に統一のとれたものに仕上げ、さまざ

まな検索に耐えるように訂正していく。

標準化領域の統一化作業の実際は、項目の選択（何を

統ーさせる必要があるか） －検索利用をしながらの検討

（どのように統ーさせるのか適切か）－版本付訓のばら

つきの検証などを繰り返して進める。また、異体字テ

ーブルを作成し、この領域については、通行漢字に改

めるという処理を行っている。これらの処理のーーは

九例に示している。

この段階で新たに追加したこととしては、次の二点で

ある。

第ーに、歴史書であるという作品の性質を最大限に生

かすタグの構造が求められると判断し、暦日情報をタ

グ付けすることとした。初期入力の段階では￥？に巻

数を入れてあるのみで、任意タグの￥Mはさを状態であ

ったが、ここで、 ￥Tに和暦情報念、￥Mに月日情報

を入れた。それにより、システムのブラウザ画面の左

に年月日が一覧できるようになったわけである。同時

に暦日情報からの検索に耐えるべく、メモ領域の各日

最初の行に暦日情報を一定の書式で書き入れた。シス

テムは検索のみをするために開くのではなく 、ブラウ

ザ画面であたかも書籍をひもとくように、本文を縦覧

できる設計となっているため、その最初の画面に暦日

情報が見出しとして見えるかたちにすることで、縦覧

のしやすさは格段にあがるものと考える。

第二に、底本にない情報の追加である。底本には、

脱落部分が存するため、他本で補う必要がある。これ

も、歴史書であるという作品の性質上、底本にはなく

ても、現在伝わる「吾妻鏡j諸本の情報を集めた全体

を検索する利用者の必要性に応じるためである。底本

にない情報については、伝本のなかではもっとも情報

量の多い「吉川本Jを用いて、補うこととした。本文

領域には 「吉川本」の本文を引用し、標準化領域には

独自に訓読文を作成した。注記領域は空となるが、メ

モ領域の情報は底本にある情報の部分とまったく同じ

体裁である。

5.完成したマスタと検索の実例

完成したマスタデータの内容は次のようになってい

る。その一部をここにひく。

¥A吾妻鏡

¥T新刊吾妻鏡目録

¥M小見出名なし

¥B本文領域

v 0 1 

p 0 0 1 

L 0 l新刊吾妻鏡目録

L 0 2一巻ムム治承四年〈庚子〉

L 0 3安徳天皇、〈高倉第一〉基通 〈近衛殿〉頼朝 〈正

〈中略〉

¥C標準領域

v 0 1 

p 0 0 1 

L 0 1新刊吾妻鏡ノ包録

L 0 2一巻ムム治承四年〈庚子〉

L 0 3安徳天皇、〈高倉ノ第一。〉基通〈近衛殿。〉 頼朝

〈中略〉

¥D注記領域

v 0 1 

p 0 0 1 

L 0 1 

L 0 2 ( 6）セウ／ ( 1 0）カノヱ

L 0 3 ( 1）アントク／ ( 7）タカクラ／ ( 1 2）モ

〈中略〉

¥Eメモ領域

v 0 1 

p 0 0 1 

L 0 1 

L 0 2 

〈中略〉

¥T序

¥Mノl、見出名なし

¥B本文領域

v 0 1 

p 0 1 4 

以下略一



付録1 異体字テーブル

標準化領域｛ニス、てl;l異体学処環をおこ匂うた．以下の表のさl:inik乃字をお1111防毒；：＇.（こ笈検することによゥて、通行の字削こ
絞め、総君骨の告震を高めるためである．
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c）一つの薫字が名講としての議みと動詞企こしての読みを持つ場合は、
'9量当，＿宮守t.:¥.Llll:寄併合理巴主a民生可守F 語晶君ヨS”t令＋も＋;c;主~
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「後 知機
杭 i榊 j；掠 lメモ l 
一抜文書c ， ，司F－政支章3

γ検索文書入力
！義経 ＇~＇！！：＇抽： 
j義掴

，ミミイ占《： 、

「複合検索粂件の入力
4・ィ

，，、g
検索オブション：

l f・‘【’
最大検索件数： i無事I］限 竺竺j 、

：、 <•I 

z、f・‘f ' 検索結果？？イ~名： 一一一－－

フ才的。名： lo押 ROGRAMFILES半Nl~1L￥散主 全て？J'i'I 
ヲ？イA名z120001114-00 。κ 料；J1ZIレj へルブ

・－ ・・冒

IC清仁 :::11 キャンセル Ii左：検索条件入力画面 上：検索文言入力画面
：.句・－・・・ ＂＂＂＂’ H ’ . a’ ． 噛. 
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婁鎌・§ 新平l同署婁挽目縁
:+:S斥
id> M-g!I 
,;, .(} i古if＜四年（1180)

起 グ ；古承五年（1181)

ぉ～§； 義和元年（1181)

,,. ：＞ 義和二年（1182)

ctO寿永元年（1182)

るJ鼻永三年（1184)・§ 元暦元年（1184)

まJ 元暦＝年（1185)

+o丸吉元年（1185)

担ぷ丸吉二年（1186)

にt§ 文治三年（1187)

ぉ3 文；吉田年（1188)

cc.§！ 文；古五年（1189)

事巷~a
J正月ー日
司正月三E
J正月九日
3正月十三日

3正月十九B
3義国＝十宅望感
与E月二十五日
当二月十二日
宇二月二十一日

；二月二十二日
二月二十五日

J二月二十六日
3二月二十七日
』二月二十八日
3二月三十日 ., 
'i. ＝貝＝日 ZJil町、l＂＇.日

＂＇弘司

仁
府r

F
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側
四
泊
回
目
誠

実
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幕
試
廿
廿
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本
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＊

炉、町一一 抱一悦

P騨糊貯純綿 Pメモ？緩坂官き懸J.
標準：二十四日A乙卵A副官所、鶴岡八幡冨ニ由参リ。
注記 ：（B）ミヲイ下コロ／ ( 12）ン／ (1 4）カ
メモ．暦日【文治五写正月二十四日】国史大系盲【上31 BJ 

引を表示問Cl草加1毒押し水勝、

強波立j! l"'1s叫 rピヲト ？ f I j陸一畑明書11I溜ぬJ事議絡む円

〈図：本文に対応する画像を聞いた画面〉
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o: J 首婁現
:•: j;新平IJ吾婁挽目縁

記グ序

：•： .：）；第－ ::JI・d，古承固定手（1180)
:•: .j; i古革五年（1181)
恥3 葺和元写（1181)
:.; ・6'義和二年（1182)
併 J斉ホ元年（1182)
：，，； § 寿永三年（1184)
,.y元暦元年（1184)
必グ元庖二写（1185)
:・: j;文治元年（1185)
持 §~乙浩二年（1186)
劣 J丸吉三年（1187)
:.: di士吉田年（1188)
’J匂〆文j古五年（1189)

j 唾~R
正月ー日

j正問
正月九B

j正日日
正月十九日

主宰月乙十四日3正月二十五日
二月十二日

；二月二刊
二月二十二日
二月二十五日

与二月二十六日
；二月二十七日

二月二十八日
』二月三十日 II 
.. ＝同士日 ヱJI
j ヱJI 
N 符泌晶必 W d町、よ

作品名： ｛苔婁続

F情 m;T持者望号… 

格名： 段落玄キ（11 8 9) 

児島名 ： liE.l'lニ十鶴田

一一ーザ，.，.，， --・----
z転文世襲坂 V6  f3  l&  

事也震囚入、事役立哉｛云云〉仰目、早所厚免也可令2
iii:之者資”、問愁層、調進之｛云云〉
震霊軍需君国寓~・E・－園田園田園圃圃圃圃園田・・・・・・・・幽司

国＝

仁二互コ 」~」

捜 M

ゐi
哨7積五称号制草加］司主将もi:.ください

懇注dr 1L¥'s吋 un- :1ラ弘 I I i骨 1iS-t贈 jl 
〈図：標準領域編集ボタンを押して編集画面がひらいた状態〉

＝・F 町田E・岡田．伺E事量割r；.置回目：圃・・.....’l

~ ]1｛時 J袋,f.<:i() 保守（！！） hン門司世 ぺ晶子W

金回昆j皇民jとととj皇民凶

作品~： I平家物語

理署名： 17平家物欝｛へいけものがたり）企／奪第〈《わんだい｝＋一

見出4!.'I/奮回大納言よしだめだいなさん〉の／沙汰｛きた〉）

品事事織選択ミ 、 時州 ゐ法？：山任 ？で・－・・λr台

•.• ！吉本文 f を望号f r i百；＇｛ r d宅 ? ':2 .• b通92・c12・ 
品、川＇＂＇ .. h 向山 品自 J A斗

「芯苓ーi ヒット文書
'00047・は何事ぞ。日本国をしづむる事、義仲・義廷がしわきにあらずや．たとへはおなじ父が子 ・
00048: をカ山、て、膚基のもとへつかはす， 6源義経恐ながら申上候意占聖者、御代官の其ーに撰ば

ggg~~ ： ~~i~あ苦境協~~~·浴~￥入援金~＝~空言語言語ヲふ単品宿主~~~
00051: • 6害紙につくさず．．併令面目自候..義経怒憧謹言。ムムム元層二年六月五日6666
00052: 66666ムムAム66666666源義経ム66進上因幡守殿へ
00053: られ候つれJ.判官「よもさはあらじ．義経討にのぼる御使なり． 「大名どもさし上せば
00054: の給ひけるは、 「要時が諌言によッて、義経録倉へも入られず．見参をだにし給はで、お I 
00055: 大音撃をあげて、 「夜討にも童践にも、義経たやすう討べきものは、白木閤におぼえぬも I 
00056: 蔵卿秦経朝臣をもッて奏聞しけるは、 「義経君の御震に奉公の忠を致事、ことあたらしう I 
00057: しかるを頼朝、郎等共が諌言によッて、義涯をうたんと｛士候問、しばら〈銭西の方へ罷下 J
00058: らむ」とて、諸卿に仰合ちれければ、 『義経都に候て、醐東の大勢みだれ入候ば、京都〔
00059: 併・戸次・松浦黛、惣じてま量西のもの、義経を大将として其下知にしたがふべきよし、鹿
00060: 、六万綜騎を伺具して都へ入、伊薄守源義経・備前守同行家・信太三郎先生向義憲追討す
00061: 、やがて院宣をくだきれけり．去二日は義径が申う くる旨にまかせて、頼朝をそむくべき
00062: なされ、同八日は頼朝卿申棋に h て、義経追討の院宣を下ムきる程に、鎌倉院白木園の

伊開閉晴人‘理費用嬰~＼~暫開胃
00065・官兵．下向近江圏、興源氏山本前兵衛尉義経、同弟箱木賢王者義兼等合軍主義経己下奔身忘命
00066・前兵衛尉義経、同弟栢木冠者義兼等合軍事義経巴下奔身忘命、説挑軍事、知盛卿、以多勢之計
00067: 勢之計、政火焼廻彼等舘弁郎従宅之問、義程、義兼、失度逃亡是去八月於東園、源家単義
0006自 供僧職｛云云｝十日A戊子ム山木兵衛尉義経巻著鎌倉、以土肥二郎啓案内云、日来運志於
00069・者、司被蹴東祇候之旨、被仰〈云云〉此義経者、自費lj音F丞義光以降、棺1；五代之跡、弓J馬
00070: 1卑故波多野次郎義通遺跡住子嘗圏右馬允義経、有不義、於佃痩図、銀蒙訴罰、於此雨入者
00071・河兵衛尉重清、衰浦冠者義明、 〈兵衛尉義経男｝上国太郎重康、冷泉冠者頼典、葦敷三郎
00072・一月大五日ム了丑ム足利冠者義兼．九郎義経、土肥二郎盲平、土屋三郎宗達、和田小太郎
00073: 臣膚常廿日ム庚成ム蒲冠者範頭、源九郎義経等、 震武衛御使、率~.~蔦騎入洛是篤追罰義｛中 • . 
(l(l(174- 描是霊抽主計轟悼内金同軒碕 白熱高畠洛轟経 ス白Z治時古曹 は＝酎宇申事膚今＃問之j

ヘ仰を演；；；す主誠司<I.[fl］を押して立だ＇＜！＼.、

日亙亙
晶ほl三j

週芝ニ~ l"11s・nh凶ー Iヒ叶『 I I i殴一文骨［文書11 I ・&ii"－.！当事ゐ謡忌もち込，＇：＇；， ,4惜00
〈図：吾妻鏡と平家物語とを検索してヒット文言一覧表示をひらいた状態〉
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実際に検索を行う手順

検索の一例である。

1 ）結果画面を聞く

2）検索作品を選ぶ

3）検索領域を選ぶ

4）検索文言（一致文言・不一致文言）を入力

5）複合検索の方法を設定（本文and標準 など）

＊検索

6）検索結果画面

7）ヒット文言一覧から用例を選ぶ

8）本文表示（ブラウザ）

6.本データベースの可能性と課題

このデータベースの独自の点は標準領域に読みやす

い訓読文を示したことにある。単純に読みやすさから

の利用者増は期待できる。また全文の訓読文がデータ

ベースとして提示されたことは前例がないため、その

完成度はともかく、初の試みとしてたたき台にはなる

と思う。システムを使いこなして利用しようとする研

究者にとっては、平家物語などの同時代の作品をマス

タデータの形にして登録しておけば、本文の形態の異

なる文献を同時に検索できるという点も魅力であろう。

課題としては、「標準化」の不徹底である。資料館内

では、事業の発足当初から、原本に特化することなく、

ひろく古典文学作品を検索するために必要な仮名遣い

等の統一化の作業を経た情報の領域を「標準化領域j

と呼んできた。既に刊行された「絵入源氏物語jのこ

の領域では、本文をすべて統ーされた歴史的仮名遣い

によって平仮名にひらくこととしている。その際、濁

音を清音に、音便形を音便のない形へそろえる処理も

行っている。

「吾妻鏡」の場合は、本文が基本的に漢文体である

ために、すべてを仮名にひらくことが必ずしも検索の

便を高めることにはならないと判断した。とはいえ、

現代の利用者の読みやすさ－成立時代の訓読法 ・版本

の訓読法（付割｜）のいずれを優先させるべきかという

点が最後まで問題となり、いずれと確定もされなかっ

た。基本的に版本のf寸訓は注記領域に持たせているこ

とと、全頁の画像があること とで、補えると考えてい

る。強いていえば、検索もれを最小にすることに注意

をはらったため、版本の付訓をできるだけ生かしつつ

も、現在の研究者の読みになじむまいと判断されたも

のは訂正し、ある程度、用字・送り仮名・仮名遣いな

どを統ーさせることにした。結果にいたるいちいちの

統一化の検討については、当然反対意見もあろうが、

その方針を凡例に掲げることで利用者には説明するこ

ととした。

最終的に現在出版されている「絵入源氏物語jの標

準化とはずれを抱えているわけである。漢文体の作品

の場合、五層の構造が不十分なのか、あるいはもっと

別の形態があるのか、という点については、今後利用

者の意見を聞きながら模索していきたい。

7.おわりに

本データベースは利用者参加型のデータベースであ

る。書籍として出版されている古典本文には、校訂者

の解釈が提示されるのが普通であるが、このデータベ

ースはできるだけ、底本の情報を忠実に再現すること

につとめている。画像はその最たるものであるが、全

画像を公開することにより、利用する研究者は、国文

学研究のどの段階からでも研究対象に向かうことが可

能となっているわけである。日本語、とりわけ古典文

学の検索にはできるだけ、解釈の入らない、けれども

検索もれを最小限におさえるべく配慮されたデータが

必要である。それをここでは標準化領域と呼んだわけ

だが、底本の情報を尊重しながら、一方で検索に備え

るための措置である。利用者は利用しながら、自分の

解釈を入れていったり 、自分なりの注釈をつけていっ

たり、自分だけのデータを作り上げることができる。

版本（写本や古筆切の場合もある）を読むことからは

じめて、 一冊の注釈書を作り上げるまでの、古典文学

研究の流れを、どの段階からでもはじめられ、どのレ

ベルまでも高めることができるというのが、国文学者

にとってのこのデータベースの最大の魅力であると考

えている。
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